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KSASの狙い

1,お客様へ

1)””””高収量・高品質良高収量・高品質良高収量・高品質良高収量・高品質良食味食味食味食味米米米米 ““““ 農業農業農業農業の実現の実現の実現の実現

2)安心安心安心安心安全安全安全安全な農作物づくりな農作物づくりな農作物づくりな農作物づくり

3)経営経営経営経営基盤強化基盤強化基盤強化基盤強化

2,クボタの整備事業

迅速迅速迅速迅速なサービスをなサービスをなサービスをなサービスを実現実現実現実現
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規模拡大に伴う問題

（写真：Ｓ農家さんの圃場管理地図）

3)作物の収量・品質低下の問題

・作物や品種が増え、品質や収量が低下

する懸念（歩留り低下）

2)作業者管理の問題

①作業の記録。また指示、進捗管理が大変

②作業者の育成、ノウハウの共有が大変

1)圃場管理の問題

①圃場枚数が多く、作付管理が大変

②必要書類の作成・管理が大変

規模拡大に伴う問題

①KSAS対応機を用いて、圃場ごとの収穫情報

を把握し、翌年の肥料の量を設定できる

②生産性分析

①モバイルで正確な記録・指示ができる

②作業者の所在確認、作業進捗把握ができる

①地図情報を活用、データで圃場管理

②圃場毎の様々な情報をデータ管理・蓄積

KSASで解決できる事
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KSAS 営農支援システムの特徴

・前年情報を活かしながら収量や食味を高める改善作業が可能になる。

・農業生産活動に新しい営農サイクル（PDCA）を生むことで、営農方針に基づく経営が可能。

※高収量・良食味を生む“新しい農業”を実現！

圃場ごとの収量・食味のバラツキ把握圃場ごとの収量・食味のバラツキ把握圃場ごとの収量・食味のバラツキ把握圃場ごとの収量・食味のバラツキ把握

バラツキに応じて施肥設計バラツキに応じて施肥設計バラツキに応じて施肥設計バラツキに応じて施肥設計

翌年の施肥作業翌年の施肥作業翌年の施肥作業翌年の施肥作業

今年の収穫情報今年の収穫情報今年の収穫情報今年の収穫情報
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食味収量コンバインの開発食味収量コンバインの開発食味収量コンバインの開発食味収量コンバインの開発
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肥料散布量の自動調整肥料散布量の自動調整肥料散布量の自動調整肥料散布量の自動調整機能付き機能付き機能付き機能付きトラクタ・田植機の開発トラクタ・田植機の開発トラクタ・田植機の開発トラクタ・田植機の開発

設計した施肥量に基づき、圃場ごとに施肥量を自動で調整。



7

ご清聴ありがとうございました。




